
じられる講座でした。

また、臨時総会開催日時は５月のWEB会議にて

決定するということになりました。

勉強会今後の予定（ネタを募集中です！）

・ホールを借りて、音声収録（菅澤）

・ネット配信のやり方（赤岡）

・佐藤さんの建物写真の仕上げ方（吉岡）

・合唱の撮影方法（吉岡）

（カッコは提案された方です）
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「５月勉強会・撮影台本」、「臨時総会日程」他
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今月の勉強会は上河さんによる「水平の取り

方」講座で、ホール撮影を例にあげての解説でし

た。客席のセンター位置が確保できる場合はよい

のですが、主催者やホールスタッフ、スチールカ

メラマンさんとの兼ね合いで、確保できない場合

があります。そんな時の水平の取り方について、

手作りの資料にて詳細に解説していただきました。

水平の取り方ひとつでも奥が深いものだなあと感

４月のご報告

勉強会のテーマは「撮影台本」、講師は脇田で

す。会員のみなさんも、機材リスト・会場図・撮

影台本などのさまざまな資料を作成して撮影に臨

まれていると思います。今回の勉強会では脇田流

の「撮影台本」の作成方法についてご紹介します。

過去に撮影でうまくいかなかった経験から、どう

やればキッチリ撮影できるか悩みましたが、行き

ついたのが撮影台本の作成でした。こんな風に

やっているんだという参考になれば幸いと思いま

す。いろいろなやり方を見てみたいので、みなさ

んご自身の撮影の事前資料もできれば是非ご用意

ください。

会費について、5月定例会に会員から臨時総会

開催要望の説明がある予定です。

ZOOMの接続に不安のある方は、15分前に開場

致しますので、接続テストをお願いいたします。

５月WEB会議のご案内

「勉強会・水平の取り方（講師：上河さん）」

ビデオナービズネットとは個人規模で映像関係を業務としている事業者及びそのことに関わっている者の組織です。

公式WEB http://www.videoner-biznet.com

以上敬称略 文責：脇田

高橋さん「西湘のビデオ屋稼業」

吉岡さん「よっしーのお手伝い日記（14）」

野上さん「HVCビデオニューズ4月号」

が続きます！ （文責各筆者）

会員コラム

次回WEB会議

2021年5月14日（金）19時～21時

セキュリティ上頻繁なアップデートが行われます

ので、ZOOMアプリは最新版をインストールして

ご使用ください。

ご不明の点は脇田まで、遠慮なくお電話下さい。

スムーズな会議運営にご協力ください。

今月の参加者

高橋、近藤、福田、上河、赤岡、吉岡、佐藤、

野上、脇田



西湘のビデオ屋稼業  

 

 

   2021.4月 高橋 昌一  

（含むことあり：個人的、感覚的話し） 

 

 

小田原の桜もここ数日で一斉に花開きました。本当に華やかです。 

 

●３月、長年愛用していたソニーの〝初〟空間光学手振れ補正搭載小型カメラ、

HXR-NX30Jをとうとう更新した。ほぼ日常的に使用して 7～8年。業務機として標準

装備されていたガンマイクやライン入力はほとんど利用することが無かったもの

の、気軽に使えて所有カメラの中では使用頻度一番のカメラだった。お泊り保育な

どの撮影はほぼこのカメラ一台で、難なく済ませることが多かった。ファインダー

を覗かなくとも、液晶モニターのみでおおよその撮り具合の感覚がつかめていた唯

一のカメラ。  

途中、修理にも二度ほど出したがいよいよ調子が良くなくなり「長年お疲れ様で

した」とあいなった。同品番のカメラはすでに生産終了なので後継機は、同サイズ、 

同じワイド感の FDR-AX60 を選択する。業務機枠の NX30J と民生機枠の AX60。一長

一短はあるものの、過去の経験値からは結局、機材はまず使い慣れることが一番、

と理解している。 

 

●実は数年前に４K 狂騒的カメラの FDR-AX100 を購入した経緯がある。発売にち

なんで大特集を組んでいたビデオサロンの記事にも隅から隅まで目を通し、大いな

る期待を持っての入手。しかし、何だかどうも使い勝手の良くないカメラだった。

とにかくマニュアル操作へのアプローチを何だかややこしく感じてしまい、稼働率

はほぼ上がらずじまいで時は過ぎていった。 

だがある時、「AX100は民生機枠カメラ」ということにハッと気がつき、カメラ操

作のアプローチをそれまでの業務機枠から、民生機枠へ変えてみるとガラリと違っ

た好印象のカメラになっていった。 

これは個人的な感想だが、要するに民生機の AX100を業務機的な感覚でのマニュ

アル操作を行うには手順がやや面倒になってしまう。一方、民生機と割り切って操

作するとかなり使いやすい面も出てくるカメラだった。 

このように、思い込みや固定観念には捕らわれている最中は、そのこと自体に

中々気が付きにくく、時には思考範囲を狭くしていることもある。特についつい感

情的になってくると、必要以上に製品への不満へとシフトしていくことも度々あっ

た。 

 

 

 



〈ところでプチ情報〉 

AX60の購入に際してチェックした情報（ソニーHP）では、（AX60のことではない

ようですが）部品供給が間に合わないために一部のハンディカムが「納期に時間が

かかります」、アクションカムに至っては 1機種（AS50）を残して他は「生産完了」

となっていました。 

さらに、動画一眼カメラには殆ど造詣はないのですがウェブサイトからは何とな

く賑やかさを感じる一面、ビデオカメラでは、発売から 4 年半経過したとはいえ

NX5Rが後継機のアナウンスもなくラインナップから外れているなど、ビデオカメラ

には何か今までとは違う印象を受けています。 

 

●話しはガラッと変わって。 

会計ソフトは長年（2014 年からつい最近まで）、更新することなく使用していた

が、近藤さんとの会話のなかでたしか、「会計ソフトは最新版＋サポート付にして

おくと何かとよい」があり、今年度の確定申告をきっかけに久しぶりに、サポート

付の最新版に更新。特に関心のあったレシート等のスキャナ取り込みの手順を詳し

く聞いてトライ。大まかな概念を理解するまでにやや手間取ったが、サポートに 2

度（合わせて 90分も）電話しながら操作を教えてもらった。 

手順と多少のコツさえマスターしてしまえば、レシートのスキャナ取り込み処理

のその合理さをすっかり気に入ってしまった。 

 

●このところの地震（2/13、3/20）では我が家も多少の揺れを感じ、組み上げたス

チールラックに各機材をセットしてある編集部屋も少々心配になってきた。（機材

も少しずつ増えていきその重量にも段々と気にかかっていた） 

 そこで一番の重量物でもあるブラウン管 TV をようやく取り払うことにした。14

インチではあるが今どきの状況下では結構重たい部類の機器になっている。以前は

その 14 インチをなんとラックに３台も並べて編集を行っていた。その名残の１台

で DVDのブラウン管画質チェック用にと、ズルズルと時々使っていたがさすがにも

う必要ないかと思い至る。 

 古い機器は他にもあり、DVDレコーダー（2003・2007年製）、BDレコーダー（2011

年）、ポータブル BDプレーヤー（2013年）と並ぶ。使用しているうちにいつの間に

かに経年したものだが、今の主な使い道は納品 DVD や BD の再生チェック用途。と

にかくこれだけ古いレコーダーで再生チェックを行って OK だと、安心して出荷で

きる。 

ちなみに昨年暮れから、DVD の仕様をインターレースからプログレッシブへ完全

移行したが、この時はこれらの他にパソコンでの再生チェックも加えた。ウェブサ

イトを覗いても、DVD のプログレに関する〝明快〟な記載が見当たらない中、この

手順を踏まえ、勝手に当社基準として出荷している。気にかかっていた再生不良問

題は起きてはいない。 



よっしーのお手伝い日記 (14) 

アソシネット株式会社 吉岡 

 

2021 年 3 月 28 日 

 

学校や幼稚園などのビデオ撮影の仕事をしていると、たいてい、写真屋さんと一緒になります。 

 

以前、ビズネットの先輩から「写真屋さんに話しかけられるようになれば、一人前」っていうようなこと

を言われた気がしますね。 

 

そういえば、この頃は、挨拶だけでなく、写真屋さんから話しかけられることも増えたし、撮影の現場で、

写真屋さんに気を使ってもらうことも増えたように思いますね。 

以前はね、わざとではないんでしょうけど、カメラの前に出られるとか、隣で がしがしシャッターを切

られたりね。私は雇われビデオマンなので、使えない素材を提供できないのに、涙目で耐えることもしば

しばでした。でも、最近は写真屋さんがいても、まぁ、お互い商売なので、好きにやってください、気を

使わないでね、と言える余裕は出てきたのかな。 

 

この前の、前田さん(前田ビデオ工房)の こどもミュージカルの公演。１コマ約３時間、昼夜２公演を３

日間。けっこうタフな撮影だったけど、ここにも、写真屋さんがいて、写真屋さんはゲネプロからいたの

で、４日間という、なかなかの大仕事で。 

休憩中に、世間話をしたりしたけど、その写真屋さんは普段は幼稚園とか学校の写真を撮ってるそうで、 

 

「幼稚園の卒園式・・・」って話を振ったら、 

「泣けちゃうんですよねー」って返してきて、 

「やっぱりそうですか！自分もそうなんですよ」って感じの会話。でも、カメラマンとしては、淡々と撮

れた方が良いのか、とも思うし、だけど、やっぱり、写すものが好きな方が撮り方は絶対ちゃうよな、っ

て話をしたわけですよ(笑) 

公演が終わったころには、お互いぐったりで。また、どこかで、って別れたわけですが。 

 

写真屋さんとビデオ屋さんは、お客さんに対しては、似たような境遇なので、お互いに良いものができる

ようにすり寄れればね、って思う。 

でも、見てると、他の写真屋さんもビデオ屋さんも、淡々と作業してるよねぇ。わいわいやってるのって

ビズネットのメンバーだけじゃないの？まぁ、そっちの方が、仕事は楽しいけどさ。 

 




